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1社 会主義的市場経済の諸問題
蘇暮橋
建国か ら今日まで,わ が国の社会主義建設の実践はすでに40数年を経過 し,
改革 ・開放 もまた十数年を経過 した。一体全体,中 国のこの大地 に,ど のよう
な形式の社会主義経済を建設すべきであったか。わが国の社会主義経済制度の
改革の目標 は何か。現在,比 較的成熟 した結論を下すことがで きるようになっ
た。
(1)
1984年の第12期3中 全会の 「経済制度改革に関する決定」は,正式の決議の
形で,わ が国の社会主義経済は 「計画的商品経済」であることを認めた。 これ
は,理論的に重要な突破であり,マルクス主義の社会主義経済理論を発展 させ,
わが国の社会主義経済制度を改革するために,正 しい目標 と方向を定めた。
マルクスはかつて次のように考えた。資本主義社会以後の未来の新社会で
は,最 終的には統一 した全社会の公有制[=社会的所有制]に向か って進み,し
たが って,そ れとともに商品経済 もまた消滅する,と 。 しか し,これは,マ ル
クスが自分の生 きた時代の状況にもとづきs抽象的方法を用いて未来の社会発
展の全般的趨勢について行 った予測である。マルクスはそれまで,未 来の社会
発展の具体的進行過程 について,空 想主義的描写を行 ったことはなく,こ の問
題 については後世の人間の実践に答をゆだねた。
マルクス,エ ンゲルスの死後,多 くのマルクス主義者は,社 会経済の発展の
複雑性について,一 般 に予測が不足 していた。彼 らは,マ ルクス主義の実事求
建の思想路線から離礼 総 じて出来あいの公式に照 らして現実の社会主義経済
を建設 しよ うと した。 十月革命後 ロシア は,戦 時共産主義政策 を実行 し,商 品
貨 幣関係 を早急 に除去 しようと図 った。 レーニ ンはす ぐに,そ れは間違 いで あ
(3)
ることに気づ き,果 断 に新経済政策 を実行 し,多 くの ウク ラー ドの併存 を認 め
た上 で,商 品貨幣関係を復興 した。惜 しい ことに レーニ ンの死 は早す ぎ,新 経
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済政策は結局のところ,経済復興期の暫定的方法なのか,そ れとも未来の社会
主義社会がかな らず経過 しなければな らない段階なのかについて,明 確な結論
をださなかった。スター リンは,政 権を握 るや数年を経ずに,純 粋な公有制の
実現を急 ぎ,政治手段に依拠 して全面的集団化を性急に遂行 し,国家的所有 と
集団的公有 という二っの公有制だけが併存する経済制度を樹立 した。スターリ
ンは,二 っの公有制が併存するので,商 品生産 と商品交換の部分的存在を認め
たが,国 有企業が依然 として商品生産経営者であることを否定 し,社会主義経
済が依然 として商品経済であることを認あなかった。 これにもとついてスター
リンは,高 度に集中的な行政的命令方式の計画管理制度を設計 し,建設 した。
わが国が1953年か ら実施 した過渡期の総路線 はi三 つの5力 年計画の期間
に,社 会主義的工業化を行い,農 業 ・手工業 ・資本主義的工商業の社会主義的
改造を実現す ることを要求 した。その後,ひ どく性急にrも ともと決めていた
15年で完成する任務を5年 にも満たない期間で完了 した。わが国の社会主義へ
の移行最中の偏向は,性 急に成功を求あただけでなく,改革の活動 も急 ぎすぎ
速すぎであり,さ らに重要なことは,改革目標の点で,中 国の国情に合ってお
らず,資 本主義経済の消滅を,さ らには個人経営の消滅を企図 し,純粋 な社会
主義を追求 したことである。 これ らは,マ ルクス主義の史的唯物論の原理 に反
していた。50年代,わ れわれはまだ社会主義建設の実践 ・経験をもってお ら
ず,当 時,世 界で最初の社会主義国のソ連に学ぶ ことが強調 され,基 本的には
ソ連モデルの社会主義制度を移行の直接目標 にし(後にさらに"左nよ りになっ
た),いかなる社会において も生産力は多層であり,生産関係 も多様である,と
いう認識に達 していなかった。社会主義段階においては,主 体的地位を占める
公有経済のほかに,異 なる水準の生産力の発展の要求に応 じた多 くのウクラー
ドがまだかならず存在 して,は じあて人民大衆の日ごとに複雑で多様な欲望に
応ずることができる。わが国では50年代半ば,社会主義経済 は国民経済の指導
的地位を確固 として占めていたので,次 のように言えるか もしれない。あの時
期,農 業の全面的協同化,私 営工商業の全業務の公私合営を行わなくても,わ
が国 はすでに社会主義の初級段階に入 り始めていた,と 。 しか し当時,実 際か
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ら遊離 し,性急に公有制一色を追求 し,同時に行政的命令方式の計画管理制度
をっ くったので,そ の結果多 くの病弊がもたらされ,わ が国の社会主義の現代
化建設の順調な発展にプラスにならなかった。
[1978年の党の]第11期3中全会以後,実事求是のマルクス主義の思想路線の
指導の下で,わ れわれは,経済制度の改革に着手 した。数年の実践 ・探求,論
争および反復を通 じて,わ れわれは徐々に正 しい結論に達 した。主なものは次
のとおりである。第一に,わ が国の生産力の発展水準は低 くかつ均衡を失 して
おり,客観的経済法則に違反 して純粋 きわまりない公有制一色を追求すること
はで きず,社 会主義の公有制経済を主体にすることがで きるだけであり(その
中で国有経済が主導であり,集団経済は重要な構成部分である),多くのウクラー ドの
併存が許 される。同時に,多 くの種類の所有制が存在するので,異 なる経済単
位間の交換 もまた,商 品交換 として しかあ り得ない。第二に,国 有経済の内部
で,各 企業は,依 然として相対的に独立の経済的利益を有する商品生産者およ
び商品経営者である。各企業の経済的利益および商品生産者の地位を否定すれ
ば,企業の活力をそぎ,生気に満ちた経済細胞になることはで きない。第三 に,
そうである以上,社 会主義経済は,商 品生産 と商品交換がただ単に部分的に存
在す るだけでなく,全体か ら見てある種の商品経済でありa公有制経済を主な
土台 とする社会主義的商品経済である。商品経済に対 しては,計 画管理が客観
的に必要であるが,計 画管理の方法 は,商品経済自体の特徴に適合 していなけ
ればな らない。
1984年の第12期3中 全会は,わ が国の社会主義経済が計画的商品経済であ
ることを正式 に承認 したが,そ れは,重 要 な歴史的意義を もっ結論である。
1987年の党の第13回大会の政治報告は,こ の観点 に高い評価を与え,次 のよ
うに認めた。「これは,わが党が社会主義経済について作成 した科学的概括であ
り,マ ルクス主義にとって重要な発展であり,わ が国の経済制度改革の基本的
な理論的根拠である」。第13回大会 はさらに一歩進んで次のように指摘 した。
わが国が位置する歴史段階は,社 会主義初級段階である。わが国の社会主義の
計画的商品経済 は,計 画と市場の内在的な統一体制であり,計 画と市場 とが社
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会全体を覆 っており,商 品交換および価値法則の基礎 の上に計画活動を打ち立
てる必要がある。そ して次のように指摘 した。市場調整を利用することは決 し
て資本主義を行 うことに等 しくない。 このことは,改 革の方向に対するわれわ
れの認識をさらに一歩前進させた。
社会主義的市場経済についてのわれわれの認識 は,徐 々に深 くなり,徐 々に
向上 した。 この改革の方向および目標の確定において,思 想を解放 し,伝統的
観念を徐々に突 き破 る過程を経験 した。
1978年の後半,わ れわれは,高度に集中的な指令性計画管理制度の多 くの病
弊を認識 し始め,経済制度改革の問題を提出 した。1979年初め,陳 雲同志は,
計画経済を主 とし市場調整を従 とする方針を提出 し,国民経済の中の一部を市
場のための生産にし,市場 メカニズムによる調整を許すよう主張 した。この主
張は,旧制度を打ち破る一つの突破口であり,認識における一歩前進であった。
しか し,われわれの当時の認識は旧制度の基本的枠組をまだ突破 しておらず,
伝統的観念の束縛を超えておらず,一 部の同志だけが,社 会主義経済は商品経
済であるという考えを提出 し,商品経済の法則によって経済を管理 し,計画的
指導の下で市場調整を行 うことを主張 した。1980年,国務院の経済制度改革室
が起草 したr経 済制度改革に関する初歩的意見」 は,上 記の主張を採 り入れ,
初歩的な説明を行 った。 しか し,当時この説明は,改 革の指導思想 として確認
されておらず,た だちに一部の同志か ら批判を受けた。1981-82年に一連の論
文が発表され,指 令性計画は 「社会主義の全人民的所有制の重要な体現」であ
り,「計画経済の基本的標識」であることを強調 した。「わが経済を商品経済 と
概括することはできない。 もしこのように概括す るならば……,必 然的に社会
主義経済 と資本主義 との本質的差異を糊塗する」。商品経済の原則 に照 らして
改革を行 うならば,社会主義の計画経済を弱めて しまう。それは,「われわれの
社会主義経済制度 とあい入れない」等々。 この論争 は,党 の政策決定に影響を
与えた。1982年の第12回党大会の政治報告は,次 のように強調 した。「わが国
は,公 有制を基礎 として計画経済を実行 している。計画的な生産 と流通は,わ
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が国の国民経済の主体である」。「一部の生産物[醇論文では商品]の生産 と流通
については・計画を立てず,市場調整にまかせる」ことを許 している。しか し,
[中国共産党の]第12回大会報告は,計 画と市場の関係の問題において,文化大
革命の"混乱是正"以 前に比べて一歩前進 し,次のように指摘 した。「わが国に
はまだ多 くの経済形態が存在するので,ま た社会の各種の複雑 な欲望および多
くの企業の生産能力にっいて正確に計算することが難 しいので,指 令性計画の
ほかに・多 くの製品および企業について,tと して経済的テコを用いて,そ の
実現を保証する指導性計画を実行 しなければならない」。指導性計画の実行 は,
実際 には計画的指導の下で市場調整の作用を発揮 させることであ る。 これに
よって,第12回大会以後,指令性計画の範囲は徐々に縮小 し,市場調整の範囲
は不断に拡大 した。
市場調整の範囲の拡大 は,制度改革の指導思想の発展を推進 した。事実が明
らかにしているように,行 政的指令性の計画管理制度は,企 業の相対的に独立
の経済的利益を否定 し,企業が市場 に顔を向けることを許 さず,企 業の経済的
活力をそぎ,同 時に正常な時期における社会的資源の合理的配分 と有効利用に
マイナスになった。改革の正 しい方向は,客 観的な調整 ・制御を適切に行 う条
件の下で,市 場調整の作用を十分に発揮 させることである。1984年までに,伝
統的計画制度の占ぼけた観念は,一歩進んで突破 され,第12期3中 全会でっい
に,社会主義の計画的商品経済の改革 目標がｺ1..され,かつ第13回党大会で一・
歩進んだ発展をとげた。
社会主義の計画的商品経済の建設 ということの本質 は,企業を行政機構の付
属物の地位か ら離脱させ,活 力に満ちた商品生産経営者にしなければな らず,
国家が行政的指令を主とする計画管理制度を放棄 して,計 画的指導の下で市場
メカニズムの作用を十分に発揮 させる制度に代えることである。 このような改
革を,多 くの同志 は 「市場志向」の改革 と呼んだ。 これは正しいと思 う。
しか し,1989年の情勢の下で,あ る同志 は,改革の市場志向に反対 し,社会
主義的市場経済の建設 に反対 した。彼 らは,1985年以後のマクロ管理の制御失
敗の罪を市場志向の改革のせいにした。さらに,市 場経済は資本主義的な私有
(150) 市場経済と計画経済(1197
制を基礎に建設できるだけであり,社会主義の公有制とはあい入れない,と 考
えた。「改革の目標を"市 場志向"に 置 くこと,"市場経済"を わが社会主義社
会の目標 ・モデルにすること」は,ブ ルジョア自由化を行 うことであり,わが
国の経済制度の性格を変えて しまう,と考えた。
このような見方は,ま った く間違いである。1985-88年のインフレと経済バ
ランスの失調は,市 場志向の改革が引き起 こしたものではなく,性急に成果を
求め,超 高速を追求 し,改革の過程において経済的方法でマクロ調整 ・制御を
強めることを軽視 した結果である。根本的には,経 済の混乱を口実に制度改革
の正 しい方向に反対すべきではなかった。市場経済は私有制を基礎に建設で き
るだけであるなどという説があるが,こ の観点 は,一面では正 しくない占い観
念に由来するものであり,他面ではまた欧米の経済学の著作か らもた らされた
ものである。われわれは,多 年にわたる実践ですでに,商 品経済 と公有制 はあ
い入れないなどという偏見を覆 した。なにゆえに,市 場経済 と,公有制を基礎
にす る商品経済 とは対立するのか。商品生産は市場のための生産であり,計画
的商品経済であるのだか ら,必然的に商品交換があり,必然的に市場があ り,
商品と市場 は魚 と水の関係であり,商 品経済の基本的調整者 としての価値法則
は,こ れまで,市 場メカニズムを通 じて自然成長的に作用 してきた。 しか し,
農業社会の商品経済の発達 していない,現 物経済が支配的地位を占める条件の
下では,市場 メカニズムの調整作用 もそれに応 じて比較的小範囲に限定され,
社会的資源の主要な配分者にはなり得なかった。社会化大生産が発達 し,商品
経済が全社会を覆 うときs市場メカニズムは,社 会的資源を合理的に配分する
機能を担 うようになる。したがって,社会化大生産の条件の下での商品経済は,
市場経済にほかな らない。 この道理にもとついて,中 国の経済制度改革の本質
が,行 政的命令方式を主 とする資源配分方式に代えて市場メカニズムを基礎 と
す る資源配分方式を用いるのだとすれば,社 会主義経済 もまた,市 場経済 と呼
ぶことができる。
社会主義経済 と資本主義経済の本質的差異 は,生産手段の所有制が異なる点
にあり,社会経済の運行方式や経済調整方式にあるのではない。いち早 く1979
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年末に郡小平同志は,外 国からの賓客 との会話の中で次のように述べた。市場
経済が資本主義に限定 されるなどということはyま った く正 しくない,と 。社
会主義 も市場経済を行 うことができる。1985年に彼はまた次のよ うに指摘 し
た。社会主義制度 と市場経済の間には,根本的矛盾はない。問題はどのような
方法で社会的生産力をよりいっそ う有効に発展させるのか,である。1990年12
!Jf彼はすべての者に,資 本主義 と社会主義の差異 は,計 画や市場の内容では
ないことを理論的に理解するように求めた。計画経済は社会主義 に等 しくな
く,資本 主義 にも計画があり,市場経済は資本主義に等 しくなく,社会主義に
も市場がある。彼は,計画や市場はいずれも経済調整の手段である,と考えた。
彼は・すべての者が一歩進んで思想を解放 し,「姓 牡 ・姓 ・資～4)」の抽象的論
争で自分の手足を縛 るべきでなく,改革 ・開放の歩調を速め,力 を集めて経済
を向上させるように要望 した。
マルクス主義の史的唯物論の観点 によれば,い かなる生産関係 も,いかなる
経済制度 も,生産力の要求に応 じて誕生 ・発展 ・死滅する。それゆえ,生 産関
係あるいは経済体制の是非得失の評価 も,道徳的基準にもとつ くのではな く,
主な基準は・それが生産力の急速な発展 に有利かどうか,し たがって人民の生
活を急速に改善できるかどうか,で ある。われわれが現在,社 会主義的市場経
済制度を建設すべきであると提起 しているのは,こ の経済制度がわが国の生産
力の発展と人民生活の急速な改善に最 も有利であるか らである。
社会主義の計画的商品経済は社会主義的市場経済である,と いうことの確認
は,わ れわれの改革の目標を一歩進んで明確にする上で,重 要な意義をもって
いる。われわれの改革 は,価 値法則や市場 メカニズムの調整作用のいっそうの
発揮を一般に要求 しているだけでな く,市場 メカニズムを して,国 民経済全体
の運行のために,社 会的資源の合理的配分 と有効使用のために,基礎的調整作
用を発揮 させS市 場調整を社会的資源 の配分の基礎的方式 にさせ る必要があ
る。それゆえ,社 会主義的市場経済を確認することは,た んなる用語の問題で
はなく・本質的意義をもってお り,改革を深化 させるために,一 歩進んで方向
を明示 したのである。
0148) 市場経済と計画経済(1)99
社会主義的市場経済を建設するたあに,現在,次 の三っの側面の改革を速あ
なければな らない。第一 に,企業制度の改革,と くに国有企業の管理制度の改
革を速める必要がある。改革の方向は,国有企業を,「大鍋の飯」,上級の指令
的生産に従 うことか ら,市場に顔を向け,自 主経営,損 益自己責任の商品生産
経営者に変える必要がある。過去,企 業は国の 「大鍋の飯」を食べるだけであ
りT労働者 は企業の 「大鍋の飯」を食べるだけであり,自 らの主動性 と積極性
を発揮せず,こ の人工製造の社会化大生産は,生 命力のある細胞から成 る生気
に満ちた活発な有機体ではなく,生命のない煉瓦積みの自己成長できない建物
であった。現在のわれわれの改革 は,根 本的に言って,「大鍋の飯」「鉄の飯茶
碗」を打ち砕き,競争が誘発する活力を経済生活の中に注入することである。
近年 集団A,私 営蝶,「 三資礫 」はすべて長足の簸 をとげたが属 有
企業のみが硬直 した制度の束縛か ら脱却できず,経 済的効率 と利益を高めるこ
とができずにいる。国有企業が経営 メカニズムを改革せず,経 営 メカニズムを
転換せず,市 場競争で劣勢に向かうとしたら,国有企業 は国民経済の中で主導
的地位をどのように体現するのだろうか。われわれは,非 国有経済の発展を人
為的に抑圧する方法を用いることはできないし,高額の財政補助を用いて国有
企業をっなぎとめることもできない。根本的な出口は,や はり国有企業を市場
に入れ,競 争の中で活力を強めさせることである。
第二に,社 会主義的市場 システムの発展 と育成を速める必要がある。消費財
市場 と各種生産要素市場を大いに発展 させ,市 場のル 一ールを健全にし,市場管
理を改善する必要がある。 とくに価格体系を積極的に整備 し,正常な価格形成
メカニズムを確立す る必要がある。
商品経済において,各 商品生産者 は,各 自の利益を原動力に して,自 己の商
品を市場の需要に合わせ,市 場価格にもとついて販売 しようと努力する。各種
商品の価格は,市 場の需給関係の変動につれて上下 し,供給が需要に応 じきれ
ないと価格 は上昇に向かい,そ のため価格 は価値 より高 くなり,こ の商品の生
産および供給の増加を促す。供給が需要より多いとき,市 場価格は下降に向か
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い,そ のため価値より低 くなり,劣勢部分の商品生産者は生産物を変えるか,
あるいは淘汰され,こ の商品の生産および供給 は減少する。市場競争の中で,
価格は価値を中心に上下に変動 し,各種の商品生産 において社会的労働および
物的資源の配分を調整 し,商品生産者が生産の改善に努め,資 源をより有効に
使用するように促す。それゆえ,価 格の運動 は,市場 メカニズムの重要な構成
要因であり・正常な価格運動は,市 場メカニズムが調整作用を発揮する基本的
条件である。
市場調整は価格 メカニズムを通 じて作用するのだか ら,市 場経済への転換過
程において・われわれは価格改革 を十分に重視 しなければな らない。早 くも
1984年に党の 「経済制度改革に関する決定」は,次のように指摘 した。「価格体
系の改革 は,経済制度改革全体の成否の鍵である」。これは非常 に正 しい論断で
あり,われわれは時期および情勢をよく判断 し,こ の改革を積極的かっ穏やか
に推進すべきである。価格改革の目標は,価 格の開放であり,市場の需給およ
び競争で価格を決めさせることである。 この目標を実現する手順は,ま ず調整
と開放を結合 し,調整を主 とし,しかる後に開放を主 とする,に徐々に転換 し,
最後に大多数の商品の価格を全面開放することである。価格改革 は十』分に慎重
でなければな らないが・機会をっかむべきであって,これを逃 してはならない。
価格改革を避けて通 るという考えを試みて も,実 践において行 きづまる。
価格改革の成功の前提 は,貨 幣を管理 し,イ ンフレを防 ぐことである。貨幣
を管理 しなければ,イ ンフレを放任 し,物価の全水準の上昇を必然的に引き起
こし,価格改革を挫折させる。1979-84年}われわれは貨幣の発行を比較的注意
して制御 し,インフレを防 ぎ,価格の調整および開放は比較的順調に進行 した。
惜 しいことに1985年以後,イ ンフレは深刻になり,物価は安定せず,二重価格
薯1の価格差を拡大 させただけでなく,すでに開放 した価格に対 して厳 しい統詣il
を加えざるを得ず,徐 々に合理的になった価格体系を再びね じ曲げ,経 済情勢
を悪化させ,改 革全体の深化を難 しくした。実践 ・経験が教えているように,
価格体系の改革が経済制度改革全体の成否の鍵であると言うならば,次 の言葉
を補 うべきである。社会的総需要の厳格な制御,社 会的な総供給および総需要
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のバランスの保証は,不 合理な価格体系の改革,し たが って経済関係の整合の
成否の鍵である.1988年の秋季以後,羅 整頓濡 要制御樋 じて・価格改革
を速める絶好の機会が創 りだされた。 しか し,認識における不一致のため・わ
れわれは,こ のせっか く得た容易ならざる機会を十分利用 しなかった。現在,
まさにインフレ圧力は累積 しており,そ のため,改 革 ・開放の歩調を速あるさ
いに,マ クロ的調整 ・制御の強化,貨 幣の管理,社 会的総需給の基本バランス
の保持にとくに注意 し,価格改革を含む改革の深化を順調に推進す る必要があ
る0
第三に,で きるだけ速 く,経済的方法を主 とするマクロ的計画調整 ・制御 シ
ステムを健全な ものにする。社会主義的市場経済は,国 家の計画的指導 とマク
ロ的調整 ・制御 とがどうしてもなくてはならず,指 令性計画管理制度は根本的
に改めなければならない。計画的指導の任務は,行 政的指令で直接に企業の生
産 ・経営を処理することではなく,経済発展の予測に適切な注意を払い,国民
経済の発展方向および重要戦略を確定 し,社会的な需給総量のバランスと構成
の調和ある保持に努め,ミ クロ経済の発展のために良好なマクロ環境を提供す
ることである。計画的指導 の方法は,行 政的指令に依存することではな く,主
として財政 ・租税政策,貨 幣政策,信 用政策,投 資政策,所 得政策などを通 じ
て,経 済的テコを用いて,計 画目標を達成することである。市場メカニズムに
依拠 してはできないこと,上手 にできないことを・上手に行 うのである。国家
計画を通 じてマクロ管理を上手に行い,市 場調整を通 じて ミクロを活性化する
のである。思 うにそれは,社 会主義的市場経済の正常なプロセスであり・われ
われの改革の目標および方向である。
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務院財経委員会秘書長s国 家統計局長,全国物価委員会L任 などを歴任。文革で失脚,
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魏 作 『中国国r+Sの 社会蟻 改造』(59年洪 著),r社会議 繍 蹴 問題』(79
年)s『中国社会主義繍 醐 研究』(79年).儲 は大ベストセラーとなり,経済学界を
はじめ各界に強烈な影響を与えた。
{1}第12期3中全会一 ・中国共産党第12期中央委員会第3回 総会のこと
。(
2)鶏 求是… 客 観的事物から醗 して蔀 物の簸 法則
,鞭 を認識すること.事
実にもとついて真理を検証すること。
{3)ウクラー ド… ・中文では 「経済成イ分」,「繍 成分」.社舗 成の特徴をA的 に形
成する個々の生産関係の鯉 をウクラー ドもしくは経瀦 吐度という
.た とえば資本蟻
的社舗 成の場合・支配的姓 醐 係,ウ クラー ドは ・資本犠 ・,従属的な4、
し付随的ウクラー ドは4小商品生産"で ある(レーニン).社会 蟻 初綴 階の中国
の場合・支配的ウク卵 ドは"社会主義㍗ 従属的ウクラー ドは ・商品蛯 ・という
ことになる0
ω 「姓"社"姓 麹 ・一 社会蟻 と名のるか資本犠 と名のるか,あるいは社会主
義という名前か資本蟻 という名前力・,と いうことを問題にすること。
(5)=三資企業… 中外合資企業(中 外合弁蝶) ,中 外合作n(中 外合作蝶),外
商独資企業(1・%外資蝶)の こと・外資蝶 の女寸中投資の+:a,の形態K中 外・
とは中国と外国の意味。
(6)通 価㈱ … ・m二 価・たとえば計画価格(公定価格)と変動価格(市場価格)
,あ
るいは計画価格(公定価格)と制限価格の二っの価格が併存する制度
.葺+画繍 の
枠内での経済改革糊 の旧ハンガリーには計画価格,制 限備 変動価格の三っが
存在 した。
